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　星野公平ニュース

Ｎｏ．１８２　　２０１３年　　４　月　４　日

発行　　星野公平　　(日本共産党桑名市議団) 
自宅　　桑名市立花町１－１４－７　電話　２２－２９７５
発行所　桑名市中央町２－３７　桑名市役所議員控室
「アベノミクス」に危険な罠
好況見せかけ 消費税増税へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ大手メディア等は、株高・円安を安倍首相の経済政策｢アベノミクス｣の成果などと持ち上げています。安倍首相は｢アベノミクス｣について｢三本の矢｣と表現しています。｢三本の矢｣とは、(1)大胆な金融緩和(2)機動的な財政運営(3)投資を促進する成長戦略―の三つのことです。そこには、危険な罠が潜んでいます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ物価上昇目標と金融緩和で、所得は増えずに石油や食料品などが上がれば、暮らしに大打撃です。不要不急の大型工事推進を中心にした財政出動は財政危機をより深刻化させます。｢成長戦略｣｢規制緩和｣の名で解雇を自由化すれば、貧困と格差はさらに拡大し、｢デフレ不況｣をさらに悪化させます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ｢アベノミクス｣の｢毒｣は｢三本の矢｣だけではありません。生活保護、年金をはじめとした社会保障の大改悪や、見せ掛けの｢景気上向き｣で消費税大増税の来年４月からの実施を強行しようとしています。　　　　（３月２８日しんぶん赤旗より）
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「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください

日刊紙　月３４００円　　日曜版　月８００円

桑名市議団 星野公平のＨＰは　 http://hoshino.jcpweb.net/　　　　　

ご意見をお寄せください　ＦＡＸは２２－３０２８　（星野）　　　　　　　　　　
桑名市議会３月議会で、日本共産党桑名市議団が、

４５議案中、２９議案に反対した理由。

１、来年度（平成２５年度）予算１０議案の全部。　　　　　　　　　　　　　　　

① 議案第1号  平成25年度桑名市一般会計予算。
骨格予算と言いながらも社会保障費の増を理由に膨脹した予算になっています。

住民の福祉優先の肉付け予算を期待します。同和予算は相変わらず計上されており、同和事業の終結を求めます。大企業を優遇する企業誘致奨励金は無視できません。多くの危険性があります。桑名市が本来なすべき仕事は何なのか。公のやるべきことを民間にやらせることは、責任の所在が不明確になるという大きな問題点があり、今こそ見直しが必要です。子供たちを競わせランクづけさせて、子供たちの負担になる学力テストの実施には反対です。
② 議案第2号  平成25年度桑名市国民健康保険事業特別会計予算。
　国民健康保険の本来の目的である「社会保障と国民保健の向上」を果たしていません。多くの人が県下一高い保険税で困っています。基金への多額の積み立てをやめ、早急に１人１万円以上の国保税の引き下げを求めて反対です。
③ 議案第3号  平成25年度桑名市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算。
同和事業は終結を。特定の人だけのための一般会計からの繰り入れに反対。
④ 議案第4号  平成25年度桑名市市営駐車場事業特別会計予算。
赤字が続く会計です。一般会計からの繰入れと指定管理者制度に反対です。

⑤ 議案第5号  平成25年度桑名市農業集落排水事業特別会計予算。
下水道同様に、利用料金値上げが前提になっているため反対です。　(裏面へ)
日本共産党　大演説会　　　　　　　　　　　　　　　　　４月２８日(日)午後２時開会　津市三重県総合文化センター　　ｐｐｐｐ弁士　市田忠義　書記局長（参議院議員）　　　　　　　　　ｐｐｐｐ井上さとし（参議院議員）、中川たみひで（県国民運動部長）
⑥ 議案第6号  平成25年度桑名市介護保険事業特別会計予算。
高い介護保険料、利用する際にも高い負担がかかります。要支援の段階が設けられサービスが受け難い。介護保険料を滞納するとサービスを受ける時の負担率が上がります。介護度の認定のあり方や保険料・利用料の軽減・減免が求められていますが不十分です。介護労働者への報酬や労働改善も不十分であり反対です。

⑦ 議案第7号  平成25年度桑名市後期高齢者医療事業特別会計予算。
ｐ後期高齢者医療制度に反対。（年齢で区切って、別枠の医療保険に囲い込み、高い負担で安上がりの医療を押しつける制度。保険料は、後期高齢者の人口比率の上昇に伴って上がっていく仕組みになっております。制度が延命する限り、際限のない負担増が高齢者の方に襲いかかります。国庫負担金をもとに戻して、高齢者の負担を軽減し、年齢や所得による差別のない医療制度を確立すべきです。）
⑧ 議案第8号  平成25年度桑名市地方独立行政法人桑名市総合医療センター施設整備等貸付事業特別会計予算について。
　地方独立行政法人化された病院への貸付に反対です。桑名市民病院は地方独立行政法人化されました。病院が利益を求めれば、地域医療、地域住民へのサービスの低下や労働条件の悪化につながることが明白です。病院が自治体病院としての本来の機能を発揮するためならば、現行の医療制度の中で、基準外の支出、赤字補てんはやむを得ないものです。病院に返済能力があるのか疑問です。
⑨ 議案第9号  平成25年度桑名市水道事業会計予算。
⑩ 議案第10号  平成25年度桑名市下水道事業会計予算。
市民に負担を強要する料金・利用料金の値上げが前提になっており反対です。

２、今年度(平成２４年度)補正予算のうち一般会計と国保会計の２議案。

① 議案第36号　平成24年度桑名市一般会計補正予算(第6号)。
「駅西土地区画整理事業」の繰越明許に反対です。国の緊急雇用の政策が本来の目的を達せず、安易に削減するのは行政の怠慢です。
② 議案第37号　平成24年度桑名市国民健康保険事業特別会計補正予算(第2号)。
多額の繰越金の活用として、今年も３億円を基金積み立てます。税の値下げを。
３、指定管理者関連の条例制定・一部改正３議案。

① 議案第11号　桑名市公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例の一部改正について。
② 議案第14号　桑名市委員会の委員等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について。（指定管理者選定委員会等の委員の報酬を規定する。）
③ 議案第27号　桑名市陽だまりの丘生涯学習交流センター条例の制定について。
官製ワーキングプアを生み出す「指定管理者制度」そのものに反対です。

４、｢障害者自立支援法｣を障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法）に変えたための文言変更２議案。

①議案第13号　障害者自立支援法の一部改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について。
②議案第33号　桑名障害者介護給付費等の支給に関する審査会共同設置規約の一部を変更することについて。
障害者総合支援法に反対。厚生労働省は、障害者自立支援法を違憲とする障害者らとの和解合意で、自立支援法を廃止して、新しい法律を制定する事の確約をしました。ところが、新しい法律案は、提言を尊重したものでなく、自立支援法の一部を見直し、名前を変更し、制度の本格的見直しは先送りする基本合意をほごにする改正案でしかなかった。障害を自己責任とし、家族収入を含め応益負担を課する仕組みはそのままになっている。

５、職員退職手当の改定１議案。

① 議案第16号　桑名市職員退職手当支給条例等の一部改正について。
これは職員との信頼関係を崩すものです。職員の将来設計に大きな影響を与えるものであり反対です。

６、「地域主権一括法」の成立によって地方自治体に権限が移譲され、制定・一部改正される条例９議案。

① 議案第17号　桑名市長島町下水道整備基金条例の一部改正について。
② 議案第19号　桑名市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部改正について。
③ 議案第20号　桑名市道路の構造の技術的基準等を定める条例の制定について。
④ 議案第21号　桑名市準用河川に係る河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例の制定について。
⑤ 議案第23号　桑名市営住宅等の整備基準に関する条例の制定について。
⑥ 議案第24号　桑名市営住宅管理条例の一部改正について。
⑦ 議案第25号　桑名市都市公園条例の一部改正について。
⑧ 議案第29号　桑名市水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の制定について。
⑨ 議案第30号　桑名市公共下水道の構造の技術上の基準等を定める条例の制定について。
１２月議会の介護保険関連の２件と同様に、「地域主権一括法」の成立によって地方自治体に条例を制定させ分権（権限が移譲）を進めるものです。今後推進することによって自治体間の格差が生じることにもなりますので反対です。

７、上下水道料金・利用料金値上げの条例の一部改正２議案。

① 議案第28号　桑名市水道事業給水条例の一部改正について

② 議案第31号　桑名市下水道条例の一部改正について

水道料金・下水道利用料金の値上げに反対です。　（以上、星野議員の反対討論より）
副市長の人事案件については、市長答弁からは、実績・人物像・能力がよくわからず判断できない。桑名市が置かれている状況（財政面も）から見て、副市長は２人も要らないという理由で反対しました。
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